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研究成果の概要（和文）：不要な記憶を抑制する（忘れる）という記憶の抑制機能は，ヒトの認知機能において
重要な役割を果たすと考えられる。このような記憶の抑制機能の適用範囲を探るため，本研究では，非言語的情
報に対する記憶の抑制が生起するか，また忘却による非言語情報への影響を主として検討した。研究の結果，非
言語的図形に対して検索誘導性忘却が生じることが明らかになった。これは記憶の抑制機能が言語情報に限定さ
れない可能性を示唆している。また，顔記憶においては，忘却によって，その魅力度が低下することが明らかに
なった。これは，忘却が記憶した情報の検索可能性（思い出せるかどうか）だけでなく，その価値にも影響を与
えることを示している。

研究成果の概要（英文）：Forgetting or suppressing unwanted memory might play an important role in 
human cognition. The present studies mainly focused on memory suppression of non-verbal information 
and  subsequent influence of memory suppression in order to consider generality of memory 
suppression. The results indicated that selective retrieval can cause forgetting of non-verbal 
shape, suggesting that memory suppression function is not limited to verbal information. 
Additionally, the results showed that forgetting leads to devaluation of attractiveness of human 
faces. It suggests that forgetting reduces not only availability but also value of stored 
information.

研究分野： 心理学

キーワード： 忘却　抑制　記憶　認知コントロール
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 不要な記憶を抑制するという抑制能力は
ヒトの認知機能において重要な役割を果た
すとされてきた。このような記憶の抑制能力
を 示 す現象 と して， 検 索誘導 性 忘 却
（retrieval-induced forgetting）が知られて
いる。検索誘導性忘却とは，ある記憶を思い
出すこと（記憶検索）が他の関連する記憶を
抑制する現象である。検索誘導性忘却は，検
索対象となる記憶を効率的に思い出す時に
（検索対象と競合する）不要な記憶の抑制を
伴うことを示している。このような検索誘導
性忘却は，カテゴリとその事例（例. 果物 – 
リンゴ）などをはじめとした様々な言語刺激
において確認されている。加えて，近年は，
人生の経験である自伝的記憶などでも検索
誘導性忘却は確認されている。しかしながら，
これまでの研究は主として言語情報を対象
とした検討がされており，記憶の抑制能力の
適用範囲が言語情報の記憶に限定されてい
るのか，それとも，非言語情報の記憶までも
が対象になるのかは不明であった。また，こ
のような忘却によって忘却した情報がどの
ように変化するかどうかを記憶以外の面か
らの検証する試みも不十分であった。 
 
２．研究の目的 
 これらの背景を踏まえて，本研究では，ヒ
トの記憶の抑制能力の限界を探るため，非言
語的情報，特に顔や非言語的な視覚刺激に対
する忘却が生じるかどうかを明らかにする
ことを目的とした。このような目的を達成す
るために，顔に対する注意の基礎的な知見の
蓄積や，記憶の抑制能力の個人差，非言語的
図形に対する検索誘導性忘却，顔に対する指
示忘却などの実験を行った。加えて，忘れる
ことが顔の印象にどのような影響を与える
かどうかという忘却の適用範囲を，記憶以外
の面からも検証することで，非言語的情報で
ある顔や非言語的図形の忘却を様々な面か
ら検討した。 
 
３．研究の方法 
(1) まず，顔に対する注意の研究として，自
己顔に対する注意バイアスを検討した。そこ
では，参加者自身の顔を撮影して自己顔を作
成した。そして，修正ドットプローブ課題を
行った。この課題では，作成した自己顔と他
者顔をコンピュータ画面の左右に同時呈示
した後に，どちらかの顔と同じ位置にターゲ
ットとなる線分（縦線分または横線分）を呈
示し，その線分の位置を回答するよう求めた。
この課題によって，自己顔に対する注意バイ
アスを測定した。 
 
(2) ついで，抑制能力の個人差に関する研究
としてワーキングメモリ容量の個人差，思考
制御能力の個人差が記憶の抑制能力と関連
するかを検討した。ワーキングメモリ容量の
個人差については，ネガティブ語に対する検

索誘導性忘却との関連，思考制御能力の個人
差については顔記憶の指示忘却効果との関
連をそれぞれ検討した。研究に先立ち，思考
制御能力を測定する質問紙には，日本版が存
在しなかったため，思考制御能力を測定する
Thought control ability questionnaire の
日本語版を作成した。Thought control 
ability questionnaire はネガティブな思考
の制御をどの程度できているかを知覚して
いる程度を測定する自己報告式の尺度であ
る。この日本語版にあたっては，日本語訳し
た Thought control ability questionnaire
と抑うつ傾向，不安傾向，強迫症状，心配性
傾向，思考制御方略などを同時に測定するこ
とで妥当性を検討し，2 週間後の期間を空け
て再度，実施することで信頼性を検討した。
また，このようにして作成した日本語版
Thought control ability questionnaire を
用いて，思考制御能力の個人差の顔記憶に対
する指示忘却との関連を調べた。指示忘却に
は，項目法（Item method）と呼ばれる手法
を用いた。項目法による指示忘却のメカニズ
ムとして能動的抑制を想定した説明がある
ためである。 
 
(3) 顔記憶に対して，忘却によって顔記憶の
どのような情報が変化するのかどうかにつ
いても検討を行った。単語を用いた忘却に関
する研究から，忘却した単語の価値が低下す
るという報告が得られていたが，顔の評価に
おいて忘却が与える影響は不明であった。そ
こで，忘却によって顔の魅力度が変化するか
どうかを調べた。様々な顔の魅力度を評定し
た後に，それらの顔を学習し，記憶テスト，
再評定を行うことで，記憶テスト時に思い出
せた顔と思い出せなかった顔で魅力度の変
化を比較した。 
 
(4) 非言語的情報に対しても検索誘導性忘
却が生じるかどうかを，非言語的図形を用い
て検討した。視覚的に類似した非言語的図形
を複数学習してもらった後，その一部を思い
出してもらい（検索練習），最後に学習した
非言語的図形すべてに対する記憶テストを
実施することで，非言語的図形に対する研究
所が生じるかを吟味した。ついで，非言語的
図形の検索誘導性忘却が生じたかを異なる
面から検証するため，検索練習を再学習に置
き換えた検討も行った。もし，非言語的図形
の検索誘導性忘却が生じているとすれば，検
索練習再学習条件では，非言語的図形の忘却
が生じないと予測される。 
 
４．研究成果 
(1) 自己顔に対する注意バイアスをいくつ
かの呈示時間ごとに調べたところ，自己顔に
対する注意バイアスは比較的速い時間での
み生じることが明らかになった。このような
注意バイアスには，自己顔への素早い注意の
捕捉だけでなく，自己顔からの注意の解放困



難という
能性が示唆された。
 
(2) 
ティブ語の検索誘導性忘却量との関連を検
討したところ，
とネガティブ語の検索誘導性忘却の程度に
は負の関
量の大きい人ほど，不要な記憶を抑制せずに
目的となる記憶を思い出す可能性が示唆さ
れた。また，日本版
questionnaire
のネガティブな思考に関する精神疾患傾向
と負の関連を示すという妥当性の外的側面
の証拠が得られた。加えて，信頼性も十分で
あり，利用できる思考制御能力を測定する尺
度の日本語版を作成できた。ついで，作成し
た 日 本 語 版
questionnaire
調べたところ，両者には有意な関連は見られ
なかった。この結果は，
ability questionnaire
思考制御能力がネガティブな思考に限定的
である点を反映している可能性がある。
 
(3) 
どうかを検討した結果，忘却によって顔の魅
力度が低下することが明らかになった
この結果は，忘却が記憶した情報を思い出せ
るかどうかだけでなく，記憶した情報の価値
にも影響を与えることを示唆している。
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